























































































































































































の情報を与えた第２試行では 83.5％ (SD=15.7) へと










では、人数のピークが提示距離 50 ～ 59 cm にあるが、
第２試行では 30 ～ 39 cm にピークが移行しているこ
とが分かる。一方、第２試行では 80 cm 以上と極端に
視線コミュニケーションにおける注視点判別の効果的な条件設定に関する研究
80
Table 1  視線判別の平均正答率（実験１）
Table 2  視線判別の平均正答率（実験２）










　提示距離を 10 cm ごとに区切り、被験者の正答率
を比較したところ Table ４のような結果となった。
最も正答率の高かった距離は 20 ～ 29 cm で 94.1％
（SD=8.0）であった。次いで 30 ～ 39 cm の 85.6％
（16.3％）、40 ～ 49 cm の 81.3％（SD=15.9）、50 ～ 59 
cm の 78.8％（SD=23.4）と距離が遠ざかるに従って正




























の顔に近く、正答率から判断すれば 20 ～ 29 cm（94.1
％）程度である。ただし実験後の被験者の感想から
は、20 ～ 29 cm というボードの提示距離は、相手に
圧迫感与える距離であると予測された。そこで実用上
適当な提示距離は（本実験で用いた視標の大きさや
配置においては）、相手の眉間から 30 cm 程度と判断
Table 4 提示距離と正答率
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Table 5　教示効果の比較
